
＜　記　　載　　例　＞

様式第１号(第５条関係）

１　被推薦者（推薦を受ける者）

☑ 男 □ 女

昭和

　４５年　１０月　８日生（年齢５５歳）

〒 ４４１ー３６１３ 職　　業 （例）　農業

０５３１ー２３ー○○○○

０９０ー５６７８ー○○○○

　　　　　平成７年４月１日 から　　　　　 ○○年 ○○月 ○○日 まで 現在

名称・役職名 就　　農

　　　　　平成４年４月１日 から　　　　　平成７年３月３１日 まで

名称・役職名 ○○○会社勤務

　　　　　平成２５年４月１日 から　　　　　平成２６年３月３１日 まで

名称・役職名 ○○○自治会長

　　　　　平成２８年４月１日 から　　　　　平成３１年３月３１日 まで

名称・役職名 〇〇〇生産組合長

　　　　　令和５年７月２８日 から　　　　　令和８年７月２７日 まで

名称・役職名 農業委員会委員

経営形態 ☑　専業 □　兼業 □　自家消費

営農年数 年

〔営農類型〕 〔主な作物〕 〔耕作面積　　㎡〕

☑ 水田 水稲 ○，○○○ ㎡

☑ 露地 キャベツ ○，○○○ ㎡

☑ 施設 ミニトマト ○，○○○ ㎡

□ 果樹

☑ 花き 輪菊 ○，○○○ ㎡

□ 畜産

□ その他

□ 応募又は推薦を受けている

☑ 応募又は推薦を受けていない

□六連 □高松 □和地
□神戸 □赤羽根 □堀切
□大草 □若戸 □伊良湖
□田原東部 □亀山
□田原南部 □中山
□童浦 □福江
□田原中部・衣笠 □清田
□野田 □泉

２　推薦者(推薦をする者が記入してください。）

☑ 男 □ 女

昭和

　３３年　８月　５日生（年齢６７歳）

〒 ４４１ー３４２１

田原市　田原町　新清谷　１番地 ０５３１－２２－○○○○

０９０－３４５６－○○○○

〔裏面へつづく〕

田原市農業委員会委員に同時に
応募又は推薦を受けているか否か

職　　業

電話番号

携帯番号

ふりがな 性　　別

氏　　名 生年月日

住　　所

希望する
地区

あつみ　じろう

渥美　次郎

（例）　農業

農地利用最適化推進委員

電話番号

携帯番号

農業経営
の状況

田原市農地利用最適化推進委員推薦申込書（個人推薦用）

氏　　名

住　　所

ふりがな

経　　歴

性　　別

生年月日

いらご　ごろう

伊良湖　五郎

　　田原市　古田町　岡ノ越　６番地４

30

該当箇所に

職歴、各

種団体等

の役職経

験等をお

書きくださ



＜　記　　載　　例　＞

（例） ・地域の農業者や農家情報に精通しており、地域の担い手農家からの人望も厚い。

等々

　田原市農業委員会 　殿

　私は、前記１の者を田原市農地利用最適化推進委員として推薦します。

　　令和　８　年　○○　月　○○　日

氏名　 渥美　次郎

３　被推薦者の抱負及び同意（推薦を受ける者が記入してください。）

（例） ・今までの農業経験と知識を活かし、地域の農業の発展に貢献したい。
・地域住民から推薦を受け、田原市農業の発展、耕作放棄地の解消に貢献したい。

等々

　田原市農業委員会　殿

　私は、農業経営の状況について、市長が本人又は関係者に確認することについて同意します。

令和　８　年　○○　月　○○　日

氏名　 伊良湖　五郎

　田原市農業委員会　殿

(1)破産手続き開始の決定を受けて復権を得ない者

(2)禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

(3)

　また、必要に応じて関係機関に確認・照合することに同意します。

　　令和　８　年　○○　月　○○　日

氏名　 伊良湖　五郎

・担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消など農地利用に関する最適化
等、農業委員会業務に大きく貢献できる。
・農業行政に精通し、地区の様々な役員等も経験しており、農業委員とともに地域の農
業発展に貢献できる。

・農業委員と連携し、担い手への農地集積・集約化に向け意欲的に取り組み、農地利
用の最適化の推進を図っていきたい。

同意事項

誓約事項
暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条に規定する
暴力団若しくは暴力団員又はこれらと密接な関係を有する者

抱　　負

推薦する
理由

　私は、田原市農地利用最適化推進委員に申し込むにあたり、次の各号に該当していないことを
誓約
します。

推薦する理由をお書きください。

抱負をお書きください。

推薦者自署

本人自署

本人自署


